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（議事日程） 

日程第１  議案第１１号 目黒区文化財保護審議会委員の委嘱について 

日程第２  報告事項   教育委員会事務局各課の主要課題について 

日程第３  報告事項   平成３０年度目黒区立学校における不登校の状

況について 

日程第４  報告事項   インフルエンザによる学級閉鎖の状況について 

 

 資料配布 

 ・区議会議員の役職等名簿 

 ・令和元年７月行事予定表 

 ・目黒区放課後子ども総合プラン（２０１９年度事業案内） 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長   令和元年第１９回目黒区教育委員会定例会を開会いたします。

本日の欠席委員は中山委員です。欠席職員はおりません。署名委

員は、笹尾委員です。 

それでは日程第１を議題とします。 

 

（日程第１  議案第１１号 目黒区文化財保護審議会委員の委嘱について） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございませんか。 

       特にないようですので、採決を行います。 

       本件に賛成の委員は挙手を願います。 

 

（全員挙手） 

 

○教育長   全員賛成ですので、議案第１１号は原案どおり可決します。 

次に日程第２を議題とします。 

 

（日程第２  教育委員会事務局各課の主要課題について（報告事項）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございませんか。 

○委員    まず、１ページの教育政策課の３番目「学校業務の委託化」の

ところですけれども、これから委託範囲をまとめていくと記載さ

れていますが、どのようなものを委託するのか、今お答えできる

範囲で決まっていれば、教えてください。 

２点目は、この主要課題は平成３０年度にも作られたと思うの

ですが、その検証結果が聞きたいです。昨年も申し上げたかもし

れませんが、この主要課題は各課でそれぞれの課題が分かりやす

く書かれていますが、その課題に対する結果がどうなったのかに

ついては、報告がないため分かりません。昨年度の課題に取り組

んだ結果を教えていただくことは、可能でしょうか。 

○説明員   まず１点目ですけれども、まだ具体的に決まっているわけでは

ありませんが、範囲というのは色々な意味がありまして、学校で

は用務、警備、学童擁護、児童交通安全擁護と様々な職種があり
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まして、用務以外は今年度から全て非常勤になっている状況です。

用務は、今後１０年、１５年かけて常勤職員が退職していきます

けれども、その中で、どの業務のどの部分を委託するのかという

のが１つ。それから、そういう業務の委託にあわせて、学校施設

の維持・管理などの部分で既に委託しているものをどうかみ合わ

せていくのか、そういったことを今後さらに具体的に検討し、ど

ういうスケジュールで進めていくのかなどを詰めていくという状

況です。 

○教育長   ２点目は、委託化の検証です。ＰＤＣＡで、それが適切になさ

れているかどうかということです。 

〇説明員   委託化はこれからですので、検証も実施後になりますけれども、

今まで常勤職員を非常勤化してきた現状がどんな状況なのかとい

うことについては、平成２６年度に内部で、学校職員を入れて検

討委員会を立ち上げまして、そこで一定の状況のまとめをしてい

ます。それを踏まえて、改めて検討会を立ち上げて、議論をして

いるところですけれども、非常勤化が進んで、研修の部分で、常

勤職員の役割がなかなか果たせないような状況もあります。そう

したことも踏まえて、具体的にいつまでに、どこまでをやってい

かなければいけないのかということをこれから詰めていこうとい

う状況です。 

○委員    委託の範囲については分かりました。ありがとうございます。 

       私がもう一点聞きたいのは、昨年度の各課の課題全てを今年検

証してどうだったかということです。昨年もこの主要課題を作ら

れ、私たちに説明していただき、その課題に対する検証をその後

なさっていると思います。その課題に取り組んだ結果、どうだっ

たのか、どれだけ達成できたかということを知りたいのですが、

いかがでしょうか。 

○説明員   各課の主要課題としてご報告したものの個別の検証という意味

では、特段していません。各課の主要課題は、先ほどご説明した

目標によるマネジメントも踏まえて作成し、教育委員の皆さんと

共通理解を図ろうということで、この時期にご報告させていただ

いています。具体的なＰＤＣＡとしては、ここに掲げている主要

課題も踏まえて各年度の教育行政運営方針の実施策に挙げている

具体的な取組を点検評価していますので、そこでＰＤＣＡを回し

ています。 

       それから、目標によるマネジメントについては、個々の評価に
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も結び付くものなので、教育委員会には報告をしませんが、設定

時と中間時点を基本として、節目には上司とヒアリング等をした

上で進行管理しております。 

○委員    ２０２０年から始まる新しい教育の中で、ＩＣＴ教育がクロー

ズアップされています。この主要課題を見ると、まずハードを揃

え、それからどのようなＩＣＴを生かした教育を進めていくか議

論するということが書かれていますが、是非お願いしたいことが

あります。これからＩＣＴによって社会が大きく変化し、教育方

法も変わっていくと思います。その中で、何よりも子どもの想像

力を豊かにできるようＩＣＴを生かした教育を進めていただきた

いと思います。そして、子どもを成長させ、社会をさらに成長さ

せるよう取り組んでいただきたいです。 

○説明員   ご指摘のとおり、これからＡＩが進展していく中で、教育環境

も変わると思いますし、子どもたちに求められる力も変わってい

くと思います。その求められる力の中でも、プログラミング的思

考力がこれからは重要になると思いますので、表現力、思考力、

判断力の育成とのバランスをとりながらプログラミング的思考力

を育成するように努めていきたいと思います。 

○委員    医療の世界は全く変わります。かつては、体の中を見ることが

できませんでした。それが今、ＣＴ、ＭＲ、エコーにより、体の

中を見ることができます。今の医学と昔の医学は、全く次元が違

います。これからの１０、２０年後の医学も、ＡＩの導入により

今と全く違うものになります。だから、医療の世界をはじめ、様々

な分野でそういう時代にかかわることについての議論が真剣にな

されています。その中で、もっとも大事なことは教育だと思いま

す。教育に日本の再生の可否がかかっていると思います。ですか

ら、今そこにかかわっている先生たちには、そういう意識を持っ

て仕事をしていただきたいと思います。 

○委員    生涯学習課の「生涯学習実施推進計画に基づく施策の推進」の

今後の方向に、多くの区民が参加でき、日頃の学びの成果を生か

せる内容としていくと記載されていますが、区民の方々、特に年

配者が誰でも参加できる内容にはなっていないと思いますので、

一層力を入れて取り組んでいただきたいと思います。 

       もう一つは、学校統合推進課の区立中学校の適正規模・適正配

置についてです。この課題は、昨年度から区民の方々に情報が届

けられており、関心の高いものとなっています。この課題の今後
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の方向に「区立中学校の統合に向けた進め方（案）」の再調整を

行い、統合方針の改定につなげると記載されていますが、この周

知の仕方が非常に難しいです。具体的なものではなく、再調整し

ていますとしか伝えられないものですから、聞く側にとっては大

分不満がありそうな印象を受けました。 

       そのため、この再調整の内容を具体的に区民の方々に周知徹底

していくことに力を入れていただきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

○説明員   人生１００年時代、いくつになっても学び続けるということは

必要だと思っております。高齢者の関係課とも連携をとりながら、

高齢者向けの講座、どの世代でも幅広く参加できるような講座の

工夫等を検討してまいりたいと考えております。 

○説明員   ご指摘の点は、先日行いました教育施策説明会でも、統合の説

明をしたこともあって、様々なご意見をいただきました。難しい

部分もありますけれども、なるべく具体的に分かりやすく、どの

ようにしたら伝えられるのか、工夫しながら進めていきたいと思

います。 

○委員    ８ページの教育支援課の主要課題のうち、「不登校等への対応

の取組の推進」の今後の方向の中で、教育相談員によるこども園

でのペアレントトレーニング講習会と書いてありますが、これは

どういう経緯で行っている講習会ですか。 

○説明員   一昨年、幼稚園・子ども園長会から夏休み中にペアレントトレ

ーニングの講習会をやってほしいという要望があり、行っている

ものでございます。他区では１０日程度実施している講習会です

けれども、本区ではすくすくのびのび園で実施しているものです

から、教育委員会事務局では紹介として位置づけ、１日のみ実施

しているものです。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

次に日程第３を議題とします。 

 

（日程第３  平成３０年度目黒区立学校における不登校の状況について（報

告事項）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございませんか。 
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○委員    ２ページに小学校の不登校の出現率と、中学校の不登校の出現

率のグラフが出ており、小学生のグラフでは、目黒区は全国と似

たような動きをしていますが、中学校のグラフでは、平成２７年

度から平成２９年度までの間、目黒区は全国や東京都と逆相関の

動きをしています。先ほどの教育指導課の主要課題のいじめのと

ころで、連続７日以上の欠席者を確実に報告させ、早期発見、早

期対応を実施すると記載されていますけれども、このグラフの動

きはこの主要課題と関係しているのでしょうか。もし関係してい

ないのならば、なぜ逆相関の動きをしていたのか、そして平成３

０年度になって上昇していることをどう分析しているのか教えて

ください。 

○説明員   主要課題のいじめの発見のための報告は、今年度から各学校に

徹底させるものでございますので、このグラフとの関連はござい

ません。 

       それから、グラフのカーブについてですが、平成２７年度から

平成２９年度にかけて１学級当たりの生徒数が減少したことや、

平成３０年度に１学級当たりの生徒数が増えたことも遠因になっ

ている可能性はありますが、不登校は様々な要因によって生じて

おりますので、カーブの要因を特定することは難しいと考えてお

ります。 

○委員    不登校は、子どもを持つ親としては切実な問題です。不登校の

理由に「学業の不振」が挙がっており、小・中学校ともこの数値

が高いです。中学校は、全学校でｅラーニングシステムを導入し

ており、多くの生徒がそれを使用しています。学校にいる時間は、

圧倒的に勉強している時間が長いので、その時間が楽しくなかっ

たら学校に行きたくないと思うのは、当たり前であり、そこをサ

ポートするｅラーニングシステムは素晴らしいと思います。 

小学校も不登校の要因として「学業の不振」が高い割合になっ

ていますが、この要因に対してｅラーニングシステムの活用など

の検討をしているのでしょうか。 

○説明員   小学校でのｅラーニングシステムの活用についてでございます

けれども、中学校は各校で利用できるようになっているのに対し、

小学校は、めぐろエミールで申請をすることで利用できるように

なっております。ｅラーニングは、小学校も中学校も利用できる

状態です。 

       それから、ｅラーニング以外の対策ですが、少人数の集団によ
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る指導が学業の不振に効果があると考えております。現在、小学

校では算数を中心に少人数指導を展開している中で、特に学力の

低位層に対する指導の充実を進めているところです。 

○委員    ７ページ以降で、様々な方法による相談件数が記載されていま

すが、その中で、教育相談員の人数が１１人とされていますけれ

ども、この数字は児童・生徒数や相談件数を踏まえて決められて

いるのでしょうか。 

また、スクールカウンセラーの派遣人数でも同じことが言えま

すので、そちらについてもお答えください。 

○説明員   教育相談員とスクールカウンセラーについてですが、前者の教

育相談につきましては、昨年から相談件数が増えたため、教育相

談員の人員の妥当性について検討いたしまして、増員を要望しま

したが、今年度は見合わせになってしまいました。来年度も、こ

れについては検討してまいりたいと思います。 

       それから、スクールカウンセラーにつきましても、児童・生徒

数の増加に伴い、１人当たりの相談時間や相談回数が減少するた

め、派遣時間を増やすことが必要だと思いますので、今後、検討

してまいりたいと思います。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

次に日程第４を議題とします。 

 

（日程第４  インフルエンザによる学級閉鎖の状況について（報告事項）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございませんか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

 

 

資料配布  

・区議会議員の役職等名簿 

・令和元年７月行事予定表 

・目黒区放課後子ども総合プラン（２０１９年度事業案内） 

 

〇教育長   以上で本日の定例会を閉会します。 
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（午前１０時５５分閉会） 


